
資 料 編
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　地震体験車とは、様々な地震動をリアルに再現する装置を車輌に搭
載し、いつでもどこでもたくさんの人に地震の実態や地震に対する備え、
心構えなどを総合的に伝えることのできる車です。
　県内各地域での防災訓練などで活用してください。

　利用を希望する場合は、お近く
の消防本部・消防署へお申し込み
ください。

地 震 体 験 車

　秋田県では、東日本大震災を受け、教育機関等における防災教育を支
援し、より実践的な防災知識の普及啓発を図るため、地震の揺れを体験
できる「地震体験車」を導入しました。

◆お問い合わせ先
　秋田県総務部総合防災課　TEL 018－860－4566
　http://www.pref.akita.lg.jp/www/contents/1377760597708/index.html
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事例紹介

少年自然の家を活用した防災キャンプについて

　県立少年自然の家では、防災教育に関する体験活動プログラムの研究・開発を進めています。う
ち、岩城少年自然の家（由利本荘市）では、５月26日の「県民防災の日」にちなんで、災害時を想定し、
防災に関わる活動を盛り込んだ主催事業「岩城わんぱくキャンプ～防災体験のつどい～」を実施し
ました。
　断水や停電などに備えるための活動として、水の濾過（ろか）やランタンづくり、火熾し（おこ
し）のほか、段ボールの仕切りを利用した寝床での宿泊や、防災資材倉庫・防災センターの見学な
どを行いました。

【学校における防災教育との連携に向けて】
　公立社会教育施設である、岩城少年自然の家を拠点に防災教育を行うことで、次のようなメリッ
トが考えられます。
①非日常的な空間の中で、防災に関わる実践的な体験活動を行うことができます。
②野外炊飯や火熾し、寝袋など、防災に関連する体験活動の用具が整っています。
③自然の家のマイクロバスを利用することで、近隣にある防災センター（平成25年度末「防災学
習館」としてリニューアル予定）に移動して、最新の防災知識を学んだり、様々な疑似体験を行っ
たりすることができます。
④宿泊体験活動と防災教育のプログラムを組み合わせることで、少ない負担で効率的に活動を行う
ことができます。

実 施 日：平成25年５月25日（土）～26日（日）　１泊２日
場  　所：岩城少年自然の家とその周辺
参 加 者：小学校３年生～５年生の男女24名
主な活動内容：
１日目　10：30　つどい
　　　　13：00　段ボール寝床づくり
　　　　14：30　水濾過・ランタンづくり
　　　　16：00　火熾し・レトルトカレーづくり
　　　　20：00　入浴・休憩
　　　　21：30　就寝
２日目　 6：30　起床・洗面
　　　　 8：30　防災ウォーキング
　　　　　　　　（荷物を持ち、約８㎞のウォーキング）
　　　　10：00　防災資材倉庫見学（由利本荘市岩城総合支所）
　　　　11：00　防災センター見学
　　　　14：00　解散

【参加した児童へのアンケートより】
・地しんや火事がでたときはこうやるんだということなど、いろいろ分かりました。
　（小３女子）
・（防災資材倉庫には食糧や燃料など）いろいろなものが入っているのを、はじめて
知った。（小３男子）
・（防災に関する活動は）ぜんぶ私には初めてのことだったので、とても印象にのこ
りました。（小４女子）
・防災の大切さや避難所の様子について知ることができて良かったです。（小５男子）

段ボールで作った寝床での宿泊
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秋田県教育委員会

保健体育課

��
東日本大震災の教訓を踏まえ、防災教育における研修・情報・地域連携の充実を図ることにより、学校安全計画のもと教

育活動全体を通じた系統的・計画的な取組を推進し、自分の命は自分で守ることができる幼児児童生徒の育成を図る。

研修会の��
・防災教育指導者研修会（年２回）

研修会等�の��者の��
・防災教育指導者養成研修

学校��
・学校安全計画、危機管理マニュアルの
確認と指導助言

・避難場所、経路、方法等の確認
・地域との連携状況の把握
各学校�の����者��
・関係機関による講演
・防災訓練の具体的な指導助言
地域防災�����の��（年�回）
・防災教育地域連携に関する講演
・パネルディスカッション
・地域情報交換会
���地域����学校・地域連携事�

・モデル地域による防災教育の実践
・県外先進地域視察
防災����推進事�

地域連携の充実研修の充実
防災教育推進委員会

（年２回：有識者・関係機関等）

教�等の��・��
・防災リーフレット
・防災カレンダー
・防災手引
・実践事例集

情報の充実

学 級 � �
（学級活動）

教 科 � �
（各教科等）

� � � �
（学校行事）

学 校

★ 各学校では�防災教育年�指導計画�を作成し指導に当たる ★

学 校 に お け る 防 災 教 育 推 進 事 �

秋田県教育委員会

� �

���������������食材�������������保�������������食�
�������保��������食�食材��������体�������

保健体育課� � � � � � � � � � � � 食 � � � � � �

����

秋田県教育委員会

食材��

����

�秋田� ��

� � � ��

秋 田 � ��

����� ��

�食���
��食�����

����
食材���食材��

����
������

����教育委員会�����

����

� � � ��

秋田県����課

���������
��食材�����
��������

前日又は前々日食材

保健��� �食食材��

�����
���� ��

秋田県
健�������

������
��体��

食材
��
食材
��

��食材
食���
����

��食材
食���
����

��������
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「
安
全
・
安
心
の
た
め
の
学
校
給
食
環
境
整
備
事
業
」
に
つ
い
て

学
校
給
食
食
材
の
放
射
性
物
質
検
査
（
事
前
検
査
）
に
つ
い
て

１
　
趣
　
　
　
旨

　
福
島
第
一
原
発
の
事
故
を
受
け
、
学
校
給
食
に
お
い
て
も
安
全
・
安
心
の
確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
本
事
業
は
、
児
童
生
徒
等
の
よ
り
一
層
の
安
全
・
安
心
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
学
校
給
食
用
食
材
の
使
用
前
の

放
射
性
物
質
検
査
体
制
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
る
。
　

２
　
事
業
の
内
容

　
秋
田
県
教
育
委
員
会
（
以
下
「
県
教
育
委
員
会
」
と
い
う
。）
は
、
学
校
給
食
食
材
の
放
射
性
物
質
の
検
査
体

制
を
整
備
し
、
市
町
村
教
育
委
員
会
、
市
町
村
保
育
所
所
管
課
、
公
立
・
私
立
幼
稚
園
及
び
公
立
・
私
立
保
育
所

の
給
食
実
施
施
設
（
以
下
「
給
食
実
施
者
」
と
い
う
。）
に
対
し
て
、
学
校
給
食
食
材
の
検
査
機
会
を
提
供
す
る

も
の
と
す
る
。
検
査
方
法
に
つ
い
て
は
簡
易
検
査
（
セ
シ
ウ
ム
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
）
と
す
る
。

　
な
お
、
給
食
実
施
者
は
、
事
業
の
趣
旨
を
踏
ま
え
本
事
業
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
と
す
る
。

３
　
検
査
機
器
設
置
場
所
及
び
検
査
対
象
調
理
場
等

№
検
査
機
器
設
置
場
所

検
査
対
象
調
理
場
地
域

備
　
考

１
保
健
体
育
課

秋
田
市
小
中
学
校

県
教
委
所
管
機
器

２ ・ ３
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

男
鹿
市
、
八
郎
潟
町
、
秋
田
市
幼
稚
園
・

保
育
所
、
大
潟
村
、
五
城
目
町
、
三
種
町
、

潟
上
市
　
井
川
町
、
県
立
学
校

県
教
委
所
管
機
器

４
由
利
地
域
振
興
局

由
利
本
荘
市
、
に
か
ほ
市
、
県
立
学
校

県
教
委
所
管
機
器

５
仙
北
地
域
振
興
局

大
仙
市
、
仙
北
市
、
美
郷
町
、
県
立
学
校

県
教
委
所
管
機
器

６
北
秋
田
地
域
振
興
局

北
秋
田
市
、
上
小
阿
仁
村
、
能
代
市
、

藤
里
町
、
八
峰
町
、
県
立
学
校

県
教
委
所
管
機
器

７
生
活
セ
ン
タ
ー
（
大
館
市
）
鹿
角
市
、
小
坂
町
、
大
館
市

県
生
活
環
境
部
所
管
機
器

８
生
活
セ
ン
タ
ー
（
横
手
市
）
横
手
市
、
湯
沢
市
、
羽
後
町
、
東
成
瀬
村

県
生
活
環
境
部
所
管
機
器

※
生
活
セ
ン
タ
ー
北
部
消
費
生
活
相
談
室
（
大
館
市
）、
生
活
セ
ン
タ
ー
南
部
消
費
生
活
相
談
室
（
横
手
市
）
に
学
校
給
食
食

材
検
査
の
補
完
を
依
頼
し
実
施
す
る
。

４
　
事
業
の
実
施
方
法

⑴
　
放
射
性
物
質
検
査
対
象
施
設

　
①
県
立
学
校
給
食
実
施
校
（
パ
ン
・
牛
乳
の
み
の
給
食
実
施
校
は
除
く
）　

　
②
公
立
小
中
学
校
の
共
同
調
理
場
及
び
単
独
調
理
場

　
③
公
立
・
私
立
幼
稚
園
及
び
公
立
・
私
立
保
育
所
の
給
食
実
施
施
設
（
牛
乳
の
み
の
給
食
実
施
園
・
所
は
除
く
）

⑵
　
検
査
方
法

　
①
給
食
に
提
供
す
る
食
材
を
給
食
実
施
日
の
前
日
又
は
前
々
日
ま
で
に
検
査
場
所
に
持
ち
込
む
。

　
②
検
査
対
象
食
材
は
、
学
校
給
食
で
使
用
す
る
食
材
で
農
水
産
物
と
し
、
生
鮮
食
品
品
質
表
示
基
準
に
掲
げ
る

生
鮮
食
品
と
す
る
。

　
③
検
査
終
了
後
、
検
査
結
果
を
受
領
し
検
査
食
材
を
持
ち
帰
る
。

⑶
　
検
査
食
材
の
選
定
に
つ
い
て

　
　
給
食
実
施
者
は
、
次
の
事
項
に
配
慮
し
検
査
食
材
を
選
定
す
る
。

　
①
生
産
県
が
明
ら
か
な
も
の
と
す
る
。（
で
き
れ
ば
市
区
町
村
が
明
ら
か
な
も
の
が
望
ま
し
い
）

　
②
産
地
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
県
内
産
、
県
外
産
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
用
率
を
勘
案
す
る
。

　
③
検
査
食
材
に
つ
い
て
事
前
に
納
入
業
者
に
連
絡
し
、
検
査
対
象
と
す
る
こ
と
を
周
知
す
る
。

⑷
　
検
査
回
数

　
　
検
査
機
器
１
台
当
た
り
１
日
４
回
の
検
査
と
す
る
。

⑸
　
測
定
下
限
値

　
　
10
Bq
/k
gと
す
る
。

　
※
測
定
下
限
値
は
測
定
環
境
（
空
間
放
射
線
量
や
食
材
の
前
処
理
状
況
）
の
影
響
を
受
け
る
た
め
、
10
Bq
/k
g

を
超
え
る
場
合
も
あ
る
。

⑹
　
放
射
性
物
質
検
査
測
定
項
目

　
　
セ
シ
ウ
ム
13
4、
セ
シ
ウ
ム
13
7

⑺
　
検
査
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

　
①
県
教
育
委
員
会
は
、
市
町
村
ご
と
に
割
り
当
て
た
検
査
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作
成
す
る
。

　
②
市
町
村
教
育
委
員
会
は
、
割
り
当
て
ら
れ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
従
い
、
公
立
幼
稚
園
及
び
公
立
小
・
中
学
校

の
調
理
場
を
、
市
町
村
保
育
所
所
管
課
は
公
立
・
私
立
保
育
所
の
調
理
場
を
割
り
振
り
す
る
。

　
　
県
教
育
庁
幼
保
推
進
課
は
、
私
立
幼
稚
園
の
調
理
場
を
割
り
振
り
す
る
。

　
③
市
町
村
教
育
委
員
会
は
、
保
健
体
育
課
に
、
市
町
村
保
育
所
所
管
課
及
び
私
立
幼
稚
園
は
、
幼
保
推
進
課
に

作
成
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
定
め
ら
れ
た
期
日
ま
で
に
メ
ー
ル
等
で
提
出
す
る
。

　
④
県
教
育
庁
保
健
体
育
課
は
、
県
立
学
校
の
調
理
場
を
割
り
振
り
す
る
。

⑻
　
事
業
活
用
上
の
留
意
事
項

　
①
食
材
の
前
処
理
は
適
切
に
実
施
す
る
こ
と
。（
別
添「
学
校
給
食
食
材
の
放
射
性
物
質
検
査
留
意
事
項
」参
照
）

　
②
事
前
に
食
材
納
入
業
者
に
事
業
の
趣
旨
を
周
知
し
、
連
携
・
協
力
を
得
る
こ
と
。

　
③
事
前
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
で
具
体
的
な
対
応
に
つ
い
て
定
め
て
お
く
こ
と
。

５
　
検
査
結
果
の
公
表

　
給
食
実
施
者
は
、
検
査
結
果
に
つ
い
て
、
安
全
・
安
心
な
学
校
給
食
を
実
施
す
る
た
め
に
適
切
な
方
法
に
よ
り

公
表
す
る
。

　
な
お
、
県
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
。

　
な
お
、
給
食
実
施
者
も
検
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
安
全
・
安
心
な
学
校
給
食
を
実
施
す
る
た
め
に
適
切
な
方
法
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に
よ
り
公
表
す
る
。

　
◎
公
表
内
容
例
：
検
査
会
場
、
検
査
月
日
、
品
目
、
産
地
、
使
用
調
理
場
名
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
（
検
出

下
限
値
濃
度
な
ど
）
等

６
　
検
査
結
果
に
よ
る
対
応
に
つ
い
て

　
⑴
　
検
査
で
基
準
値
の
１
／
２
以
上
の
数
値
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
、
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体
検
出
器
の
検
査
に

よ
る
確
定
検
査
の
対
象
と
な
る
こ
と
か
ら
、
給
食
実
施
者
は
事
前
に
策
定
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に
則
っ
て
対
応

す
る
。

　
⑵
　
確
定
検
査
の
結
果
、
規
制
値
を
超
え
る
数
値
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
、
食
品
衛
生
法
に
則
り
県
生
活
環
境
部

生
活
衛
生
課
が
対
応
す
る
。

７
　
経
　
　
　
費

　
給
食
実
施
者
は
、
検
査
す
る
食
材
費
及
び
検
査
場
所
へ
の
持
ち
込
み
、
持
ち
帰
り
の
た
め
の
経
費
を
負
担
す
る
。

８
　
平
成
24
年
度
校
種
別
検
査
実
施
状
況

　
平
成
24
年
３
月
26
日
（
月
）
～
平
成
25
年
３
月
21
日
（
金
）
迄
の
期
間
に
、
全
県
で
延
べ
3,
48
2回
の
検
査
を

実
施
し
た
。
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   

　
校
種
別
の
実
施
率
は
、
幼
稚
園
56
.3
％
、
保
育
所
95
.6
％
、
小
中
学
校
調
理
場
（
小
中
学
校
共
同
調
理
場
・
小

学
校
単
独
調
理
場
・
中
学
校
単
独
調
理
場
）
10
0％
、
県
立
学
校
（
定
時
制
課
程
・
中
学
校
・
特
別
支
援
学
校
）

10
0％
、
全
体
で
は
93
.3
％
と
な
っ
て
い
る
。

【
参
考
】 
県
内
調
理
場
数

地
　
区

幼
稚
園

保
育
所

小
中
学
校

合
計

県
立

合
計

共
同

単
小

単
中

計

県
　
　
北

11
63

22
8

4
34

10
7

11
中
　
　
央

32
 1
08

22
 5
9

 2
4

 1
05

24
5

県
　
　
南

   
6

81
25

3
  0

28
11
5

合
　
　
計

48
 2
52

69
 7
0

 2
8

 1
67

46
7

11
47
8

   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   

９
　
こ
れ
ま
で
の
検
査
結
果

　
食
品
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
法
に
対
応
し
た
測
定
機
器
（
簡
易
型
ガ
ン
マ
線
ス
ペ
ク
ト
ロ

メ
ー
タ
）
を
使
用
し
、
幼
児
児
童
生
徒
に
給
食
と
し
て
提
供
さ
れ
る
前
の
食
材
を
検
査
し
、
学
校
給
食
の
安
全
性

を
確
認
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
検
査
で
、
厚
生
労
働
省
が
設
定
し
た
食
品
中
の
放
射
性
物
質
に
係
る
基
準
値
（
平
成
24
年
４
月

１
日
よ
り
施
行
）
を
超
え
る
数
値
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。

　
な
お
、
検
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
即
日
公
表
し
て
い
る
。

10
　
こ
れ
ま
で
の
検
査
の
傾
向

　
検
査
対
象
食
材
は
、
学
校
給
食
で
使
用
す
る
食
材
で
農
水
産
物
と
し
、
生
鮮
食
品
品
質
表
示
基
準
に
掲
げ
る
生

鮮
食
品
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
検
査
品
目
と
し
て
持
ち
込
ま
れ
た
食
材
の
上
位
３
品
目
は
、
人
参
、
キ
ャ
ベ

ツ
、
た
ま
ね
ぎ
と
な
っ
て
お
り
、
全
検
査
品
目
（
93
品
目
）
の
約
30
％
を
占
め
た
。

　
ま
た
、給
食
実
施
者
に
よ
っ
て
選
定
さ
れ
た
食
材
産
の
内
訳
は
、県
内
産
が
約
37
％
、県
外
産
が
約
63
％
で
あ
っ

た
。

　
本
事
業
は
学
校
給
食
の
安
全
の
確
認
並
び
に
安
心
の
確
保
を
目
的
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
次
年
度

の
検
査
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
地
場
産
の
活
用
率
を
勘
案
し
た
上
で
県
内
産
・
県
外
産
の
食
材
を
選
定
す
る
等
、

検
査
食
材
が
一
部
の
品
目
に
偏
ら
な
い
よ
う
、
そ
の
選
定
に
あ
た
っ
て
配
慮
す
べ
き
事
項
等
に
つ
い
て
給
食
実
施

者
等
に
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
。

11
　
平
成
25
年
度
の
検
査
体
制
に
つ
い
て
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
 

・
北
秋
田
地
域
振
興
局
か
ら
秋
田
北
鷹
高
校
へ
（
１
台
） 
   
   
   
   
   
   
   
   
   

・
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら
能
代
西
高
校
へ
　
（
１
台
） 
   
   
   
   
   
   
   
   
   
  

・
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら
保
健
体
育
課
へ
　
（
１
台
：
保
健
体
育
課
は
２
台
と
す
る
） 
   
  

　
上
記
以
外
（
由
利
地
域
振
興
局
・
仙
北
地
域
振
興
局
）
の
検
査
機
器
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
設
置
。
                                                  

  　
　

　
平
成
25
年
度
検
査
機
器
設
置
場
所
　
 

№
検
査
機
器
設
置
場
所

台
　
数

１
保
健
体
育
課

２

２
県
立
能
代
西
高
等
学
校

１
   
  

３
県
立
秋
田
北
鷹
高
等
学
校

１
   
  

４
由
利
地
域
振
興
局

１
   
  

５
仙
北
地
域
振
興
局

１
   
  

６
生
活
セ
ン
タ
ー
（
大
館
市
）

１
   
  

７
生
活
セ
ン
タ
ー
（
横
手
市
）

１
   
  

　
※
「
生
活
セ
ン
タ
ー
北
部
消
費
生
活
相
談
室
（
大
館
市
）」
及
び
「
生
活
セ
ン
タ
ー
南
部
消
費
生
活
相
談
室
（
横
手
市
）」
内

に
設
置
さ
れ
て
い
る
検
査
機
器
の
活
用
に
つ
い
て
、
所
管
し
て
い
る
県
生
活
環
境
部
に
依
頼
す
る
。
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連絡調整

学校給食モニタリング事業

　東日本大震災における原子力災害により、放射性物質が拡散し、農作物等への影響が生じており、学校給食に
おいても、安全・安心の確保が求められているところである。
　本事業は、児童生徒のより一層の安全・安心の確保の観点から、学校給食における放射性物質の有無や量につ
いて把握するため、学校給食全体について事後検査を行うものである。

実際に提供した学校給食について、
一食全体（５日分）を提供する

東日本

趣旨趣趣旨旨

事業概要事事業業概概要

秋田県教育委員会

調査委員会（検証・分析） 保護者説明会

学校給食
センター

秋田県
分析化学
センター

秋田県
教育委員会

保存期間２週間を経過した保存食
月曜日から金曜日の給食を１日分ずつ保存袋
（ジップロック）に入れる

「学校給食モニタリング事業」検査要領

検査機関

ゲルマニウム半導体
検出器による検査　　

食材検査

検査結果をＨＰ等で公表
（市町村教育委員会・学校等）

市町村教育委員会（給食実施者）

検査対象施設を選定

連
絡
調
整

検査結果

食材検査

金曜日に翌週月曜日午前着指定で発送（冷蔵便）

給食（保存食） ５日分 月曜日到着

給食（保存食） ５日分を混合 5日分をすべてミキサーで混合して１検体とする

放射能精密測定 ゲルマニウム半導体検出器を使用して測定

検　査　結　果

公　　　　　表 県ホームページにて検査結果公表

1Bq/㎏を下限値として測定（30分）

宅　　配　　便

給食（保存食） ５日分

検　査　結　果
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－ 資　料　編 －

４
　
調
査
委
員
会
委
員
（
平
成
24
年
２
月
現
在
）

番
号

氏
　
　
名

所
属
及
び
役
職

1
小
　
泉
　
ひ
ろ
み

市
立
秋
田
総
合
病
院
小
児
科
長

2
白
　
山
　
雅
　
彦

秋
田
県
教
育
庁
教
育
次
長

3
加
　
沢
　
敏
　
明

秋
田
県
生
活
環
境
部
生
活
衛
生
課
長

4
斎
　
藤
　
善
　
一

秋
田
県
生
活
環
境
部
環
境
管
理
課
長

5
栗
　
林
　
　
　
勉

秋
田
県
農
林
水
産
部
農
業
経
済
課
長

6
庄
　
司
　
浩
　
久

秋
田
県
生
活
環
境
部
生
活
衛
生
課
副
主
幹

7
深
　
井
　
　
　
智

秋
田
県
教
育
庁
総
務
課
長

8
福
　
田
　
世
　
喜

秋
田
県
教
育
庁
参
事
（
兼
）
高
校
教
育
課
長

9
江
　
橋
　
宏
　
栄

秋
田
県
教
育
庁
参
事
（
兼
）
特
別
支
援
教
育
課
長

10
吉
　
川
　
正
　
一

秋
田
県
教
育
庁
義
務
教
育
課
長

11
廣
　
野
　
宏
　
正

秋
田
県
教
育
庁
幼
保
推
進
課
長

12
山
　
内
　
信
　
弘

湯
沢
市
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
総
務
課
長

13
越
後
谷
　
真
　
悦

秋
田
県
教
育
庁
保
健
体
育
課
長

【
事
務
局
】

14
猿
　
橋
　
　
　
薫

秋
田
県
教
育
庁
保
健
体
育
課

防
災
教
育
・
安
全
班
副
主
幹
（
兼
）
班
長

15
児
　
玉
　
　
　
洋

秋
田
県
教
育
庁
保
健
体
育
課

調
整
・
企
画
班
副
主
幹

16
高
　
橋
　
周
　
也

秋
田
県
教
育
庁
保
健
体
育
課

防
災
教
育
・
安
全
班
主
任
指
導
主
事
（
担
当
）

17
鈴
　
木
　
　
　
亙

秋
田
県
教
育
庁
保
健
体
育
課

防
災
教
育
・
安
全
班
指
導
主
事
（
担
当
）

18
佐
　
藤
　
隆
　
康

湯
沢
市
教
育
委
員
会

湯
沢
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

19
金
　
澤
　
あ
つ
子

湯
沢
市
教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
総
務
課
主
事

秋
田
県
学
校
給
食
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事
業
（
事
後
検
査
）
に
つ
い
て

１
　
目
　
　
的

　
東
日
本
大
震
災
に
伴
っ
て
生
じ
た
原
子
力
災
害
に
よ
っ
て
放
射
性
物
質
が
放
出
・
拡
散
し
、
農
林
水
産
物
の
汚

染
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
事
態
を
受
け
て
、
厚
生
労
働
省
は
、
平
成
24
年
４
月
食
品
中
の
放
射
性
物
質
の
新
た

な
基
準
値
を
定
め
る
と
共
に
、
基
準
値
を
越
え
た
食
品
の
市
場
流
通
を
規
制
し
て
い
る
。

　
現
在
、
市
場
を
流
通
し
て
い
る
食
材
の
安
全
性
は
、
確
保
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
学
校
給
食
に
関
し

て
は
、
保
護
者
等
の
不
安
感
が
払
拭
さ
れ
て
い
な
い
現
状
が
あ
る
た
め
、
学
校
給
食
の
安
全
の
確
認
並
び
に
安
心

の
確
保
を
目
的
と
し
て
、
学
校
給
食
に
お
け
る
放
射
性
物
質
の
有
無
や
量
に
つ
い
て
把
握
す
る
た
め
、
国
の
委
託

を
受
け
、「
学
校
給
食
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事
業
」
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

２
　
事
業
内
容

　
実
際
に
提
供
さ
れ
た
学
校
給
食
一
週
間
分
程
度
を
ま
と
め
て
、
提
供
後
に
検
査
を
行
い
、
放
射
性
物
質
の
有
無

や
そ
の
量
を
継
続
し
て
把
握
し
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
。

　
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
医
師
や
放
射
線
・
放
射
性
物
質
に
関
す
る
科
学
的
知
識
を
有
す
る
有
識
者
か
ら

成
る
調
査
委
員
会
を
設
置
し
、
検
査
実
施
方
法
、
検
査
結
果
の
公
表
及
び
結
果
の
対
応
等
に
つ
い
て
、
指
導
助
言

を
受
け
る
も
の
と
す
る
。

３
　
事
業
実
施
方
法

⑴
　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
対
象
市
町
村
の
選
定

　
県
内
25
市
町
村
教
育
委
員
会
に
対
し
、
本
事
業
の
活
用
に
関
す
る
意
向
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
食

材
の
流
通
ル
ー
ト
や
学
校
給
食
提
供
数
等
も
勘
案
し
、
県
内
１
市
町
村
を
選
定
し
実
施
す
る
。

⑵
　
検
査
方
法

　
①
実
際
に
提
供
さ
れ
た
学
校
給
食
５
日
分
程
度
を
ま
と
め
て
検
査
機
関
に
依
頼
す
る
。
検
査
は
、
ゲ
ル
マ
ニ
ウ

ム
半
導
体
検
出
器
を
用
い
た
高
精
度
検
査
を
行
う
。

　
②
検
査
の
測
定
項
目
は
、セ
シ
ウ
ム
13
4、
セ
シ
ウ
ム
13
7と
す
る
。
検
査
結
果
の
公
表
及
び
対
応
に
つ
い
て
は
、

調
査
委
員
会
で
検
討
し
、
県
教
育
委
員
会
が
決
定
す
る
。

　
③
検
査
の
回
数
は
、
対
象
校
（
調
理
場
）
あ
た
り
、
35
回
以
内
と
す
る
。

⑶
　
検
査
結
果
の
公
表

　
　
検
査
結
果
は
、
県
教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
公
表
す
る
。

⑷
　
説
明
会
等
の
実
施

　
　
県
教
育
委
員
会
は
、
事
業
終
了
後
、
検
査
結
果
等
に
つ
い
て
、
市
町
村
教
育
委
員
会
に
説
明
す
る
。

　
　
県
及
び
市
町
村
教
育
委
員
会
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
保
護
者
等
に
対
す
る
説
明
会
を
行
う
。
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⑵
　
事
業
の
具
体
的
内
容

①
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
対
象
校
（
調
理
場
）
の
選
定

内 容 ・ 計 画

湯
沢
市
学
校
給
食
４
セ
ン
タ
ー
（
湯
沢
・
稲
川
・
雄
勝
・
皆
瀬
）

・
湯
沢
市
内
の
４
箇
所
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
対
象
と
す
る
。

・
選
定
理
由
：
県
内
市
町
村
の
中
で
も
地
域
的
（
県
最
南
部
に
位
置
し
て
い
る
地
域
）
に
空
間
放
射

線
量
率
等
に
地
域
住
民
の
関
心
が
高
い
た
め
。

・
検
体
に
は
、
保
存
期
間
２
週
間
を
超
過
し
た
保
存
食
を
用
い
る
。

②
検
査
方
法

内 容 ・ 計 画

検
査
機
関
：
秋
田
県
分
析
化
学
セ
ン
タ
ー
 

検
査
機
器
：
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体
検
出
機
器
（
精
密
測
定
）

分
析
対
象
：
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
（
Cs
- 1
34
及
び
Cs
- 1
37
）

検
出
下
限
値
：
１
Bq
/k
g程
度

検
査
頻
度
：
平
成
24
年
９
月
18
日
か
ら
平
成
25
年
１
月
７
日
ま
で
週
１
回

③
検
査
結
果
の
公
表

内 容 ・ 計 画

検
査
結
果
判
明
の
都
度
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
随
時
掲
載
、
湯
沢
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

公
表
内
容
：
検
査
結
果
、
検
査
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
献
立
表
、
事
業
評
価

④
説
明
会
等
の
実
施

内 容 ・ 計 画

給
食
施
設
対
象
者
、
学
校
職
員
及
び
保
護
者
に
対
し
説
明
会
等
を
実
施
。

平
成
24
年
７
月
19
日（
木
）
対
象
市
町
村
関
係
者
へ
の
説
明
会
を
開
催

平
成
24
年
８
月
30
日（
木
）
第
１
回
調
査
委
員
会
を
開
催

平
成
24
年
９
月
４
日（
火
）
対
象
市
町
村
保
護
者
等
へ
の
事
前
説
明
会
を
開
催
　

平
成
25
年
１
月
30
日（
水
）
第
２
回
調
査
委
員
会
を
開
催

平
成
25
年
２
月
８
日（
金
）
対
象
市
町
村
保
護
者
等
へ
の
検
査
結
果
説
明
会
開
催

⑤
①
　
　
④
以
外
に
必
要
と
な
る
事
項

内 容 ・ 計 画

事
業
対
象
市
町
村
（
湯
沢
市
教
育
委
員
会
）
の
要
望
に
よ
り
、事
業
啓
発
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（
カ
ラ
ー

２
色
Ａ
３
版
）
を
作
成
し
、
当
該
給
食
セ
ン
タ
ー
よ
り
給
食
の
提
供
を
受
け
る
、
全
て
の
児
童
・
生

徒
の
家
庭
に
配
布
。

＜
参
考
＞

　
配
布
先
　
小
学
校
14
校
　
児
童
数
　
2,
20
1名

　
　
　
　
　
中
学
校
７
校
　
生
徒
数
　
1,
33
6名
　
　（
児
童
生
徒
数
は
平
成
24
年
９
月
１
日
現
在
）

５
　
事
業
実
績

　
平
成
24
年
４
月
９
日
付
け
で
、文
部
科
学
省
か
ら
「
学
校
給
食
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事
業
」
に
つ
い
て
通
知
が
あ
り
、

県
内
25
市
町
村
教
育
委
員
会
に
対
し
、
事
業
活
用
の
意
向
調
査
を
実
施
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
湯
沢
市
教
育
委
員
会
が
本
事
業
活
用
の
意
向
を
示
し
た
こ
と
か
ら
、
児
童
生
徒
の
よ
り
一
層
の
安

全
・
安
心
の
確
保
及
び
保
護
者
の
不
安
解
消
の
観
点
か
ら
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
な
お
、「
学
校
給
食
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事
業
委
託
要
項
」
に
基
づ
き
、
平
成
24
年
５
月
１
日
付
け
で
、
文
部
科
学

省
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
局
長
に
事
業
計
画
書
を
提
出
し
、
平
成
24
年
７
月
11
日
に
委
託
契
約
を
締
結
し
た
。

　
検
査
は
実
際
に
提
供
し
た
学
校
給
食
一
食
全
体
を
、
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体
検
出
機
器
（
高
精
度
検
査
機
器
）

を
用
い
て
測
定
し
、
サ
ン
プ
ル
に
ど
の
程
度
放
射
性
物
質
が
含
ま
れ
て
い
る
か
継
続
し
て
把
握
す
る
と
と
も
に
、

結
果
に
つ
い
て
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
即
日
公
表
し
た
。

　
ま
た
、「
学
校
給
食
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事
業
委
託
要
項
」
に
基
づ
き
、
医
師
や
放
射
線
・
放
射
性
物
質
に
関
す
る

科
学
的
知
識
を
有
す
る
有
識
者
か
ら
成
る
調
査
委
員
会
を
設
置
し
、
調
査
方
法
及
び
学
校
や
保
護
者
へ
の
説
明
方

法
並
び
に
結
果
の
公
表
等
の
所
要
事
項
に
つ
い
て
審
議
・
決
定
さ
れ
た
内
容
を
踏
ま
え
事
業
を
実
施
し
た
。

６
　
事
業
実
施
内
容
（
結
果
）

⑴
　
調
査
の
結
果
概
要

　
湯
沢
市
学
校
給
食
４
セ
ン
タ
ー
（
湯
沢
・
稲
川
・
雄
勝
・
皆
瀬
）
を
対
象
に
、
各
セ
ン
タ
ー
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
さ
せ
る
形
で
、
平
成
24
年
９
月
18
日
か
ら
平
成
25
年
１
月
７
日
ま
で
合
計
32
回
の
検
査
を
実
施
し
、
い
ず

れ
も
放
射
性
物
質
は
不
検
出
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

　
平
成
25
年
１
月
30
日
（
水
）
に
は
、
第
２
回
調
査
委
員
会
を
開
催
し
、
検
査
結
果
に
対
す
る
検
証
及
び
評

価
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
、
平
成
25
年
２
月
８
日
（
金
）
に
は
、
本
事
業
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
、
湯
沢
市
内
の
小
中
学
校
の
保
護
者
に
対
す
る
説
明
会
を
開
催
し
た
。

　
な
お
、
秋
田
県
教
育
委
員
で
は
、
平
成
24
年
３
月
よ
り
、
放
射
性
物
質
か
ら
児
童
・
生
徒
を
守
り
、
安
全
・

安
心
な
学
校
給
食
の
実
施
を
目
的
に
、
国
か
ら
の
補
助
を
受
け
検
査
機
器
６
台
を
購
入
す
る
と
と
も
に
、
知
事

部
局
所
管
の
検
査
機
器
２
台
も
活
用
し
な
が
ら
、
県
内
７
ヶ
所
に
検
査
機
器
を
設
置
し
、「
学
校
給
食
用
食
材

の
事
前
検
査
」
を
実
施
し
て
い
る
。

　
学
校
給
食
を
提
供
す
る
各
学
校
・
調
理
場
等
に
お
い
て
は
、
こ
の
「
学
校
給
食
用
食
材
の
事
前
検
査
」
結
果

の
情
報
に
加
え
、「
学
校
給
食
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
」
結
果
の
情
報
を
基
に
、
食
材
の
産
地
を
含
め
、
品
質
を

十
分
吟
味
し
た
上
で
食
材
の
選
定
を
行
い
、
安
全
の
確
保
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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⑷
　
調
査
委
員
会
に
よ
る
事
業
評
価

　
①
放
射
性
物
質
（
セ
シ
ウ
ム
13
4・
セ
シ
ウ
ム
13
7）
に
つ
い
て

　
調
査
対
象
４
セ
ン
タ
ー
（
湯
沢
・
稲
川
・
雄
勝
・
皆
瀬
）
の
全
て
の
検
査
で
不
検
出
（
検
出
下
限
値
＜

1.
0B
q/
㎏
未
満
）
で
あ
っ
た
。

　
②
推
計
被
ば
く
線
量
に
つ
い
て

　
学
校
給
食
に
よ
る
推
計
被
ば
く
線
量
は
、
セ
シ
ウ
ム
13
4と
13
7を
そ
れ
ぞ
れ
検
出
下
限
値
と
等
量
含
ま

れ
て
い
た
と
仮
定
し
て
計
算
し
た
結
果
、
0.
00
2～
0.
00
3ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
/年
で
あ
り
、
全
て
の
給
食
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
年
間
許
容
線
量
で
あ
る
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
は
る
か
に
下
回
っ
て
い
る
。

　
③
内
部
被
ば
く
の
防
止
に
関
す
る
助
言
等

　
今
回
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
れ
ま
で
同
様
の
学
校
給
食
の
提
供
を
受
け
て
も
、
放
射
線
に
よ
る

幼
児
児
童
生
徒
へ
の
健
康
影
響
は
き
わ
め
て
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

　
流
通
段
階
で
検
査
が
行
わ
れ
て
い
る
（
一
般
的
に
市
販
さ
れ
て
い
る
食
品
）
食
品
に
つ
い
て
は
特
段
の
心

配
は
必
要
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
引
き
続
き
、「
学
校
給
食
食
材
放
射
性
物
質
検
査
」（
事
前
検
査
）
を
活

用
す
る
な
ど
、
品
質
を
十
分
吟
味
し
た
上
で
食
材
の
選
定
を
行
い
、
安
全
の
確
保
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑶
　
実
施
日
程

実
施
時
期

計
　
画
　
事
　
項

備
　
考

①
県
教
育
委
員
会

②
湯
沢
市
教
育
委
員
会

７
月
19
日（
木
）
実
施
市
関
係
者
へ
の

説
明
会

於
　
湯
沢
市
教
育
委
員
会

８
月
30
日（
木
）
第
１
回
調
査
員
会

第
１
回
調
査
員
会

於
　
県
庁
第
二
庁
舎

９
月
４
日（
火
）

９
月
18
日（
火
）

９
月
18
日（
火
）

９
月
24
日（
月
）

９
月
24
日（
月
）

学
校
、
保
護
者
等
へ

の
事
前
説
明
会

第
１
回
検
査
実
施

第
２
回
検
査
実
施

第
３
回
検
査
実
施

第
４
回
検
査
実
施

学
校
、
保
護
者
等
へ

の
事
前
説
明
会

第
１
回
検
査
実
施

第
２
回
検
査
実
施

第
３
回
検
査
実
施

第
４
回
検
査
実
施

於
　
湯
沢
市
文
化
会
館

湯
沢
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

稲
川
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

雄
勝
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

皆
瀬
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

10
月
１
日（
月
）

10
月
１
日（
月
）

10
月
９
日（
火
）

10
月
９
日（
火
）

10
月
15
日（
月
）

10
月
15
日（
月
）

10
月
22
日（
月
）

10
月
22
日（
月
）

10
月
29
日（
月
）

10
月
29
日（
月
）

第
５
回
検
査
実
施

第
６
回
検
査
実
施

第
７
回
検
査
実
施

第
８
回
検
査
実
施

第
９
回
検
査
実
施

第
10
回
検
査
実
施

第
11
回
検
査
実
施

第
12
回
検
査
実
施

第
13
回
検
査
実
施

第
14
回
検
査
実
施

第
５
回
検
査
実
施

第
６
回
検
査
実
施

第
７
回
検
査
実
施

第
８
回
検
査
実
施

第
９
回
検
査
実
施

第
10
回
検
査
実
施

第
11
回
検
査
実
施

第
12
回
検
査
実
施

第
13
回
検
査
実
施

第
14
回
検
査
実
施

湯
沢
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

稲
川
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

雄
勝
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

皆
瀬
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

湯
沢
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

稲
川
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

雄
勝
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

皆
瀬
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

湯
沢
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

稲
川
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

11
月
５
日（
月
）

11
月
５
日（
月
）

11
月
12
日（
月
）

11
月
12
日（
月
）

11
月
19
日（
月
）

11
月
19
日（
月
）

11
月
26
日（
月
）

11
月
26
日（
月
）

第
15
回
検
査
実
施

第
16
回
検
査
実
施

第
17
回
検
査
実
施

第
18
回
検
査
実
施

第
19
回
検
査
実
施

第
20
回
検
査
実
施

第
21
回
検
査
実
施

第
22
回
検
査
実
施

第
15
回
検
査
実
施

第
16
回
検
査
実
施

第
17
回
検
査
実
施

第
18
回
検
査
実
施

第
19
回
検
査
実
施

第
20
回
検
査
実
施

第
21
回
検
査
実
施

第
22
回
検
査
実
施

　

雄
勝
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

皆
瀬
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

湯
沢
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

稲
川
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

雄
勝
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

皆
瀬
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

湯
沢
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

稲
川
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

12
月
３
日（
月
）

12
月
３
日（
月
）

12
月
10
日（
月
）

12
月
10
日（
月
）

12
月
17
日（
月
）

12
月
17
日（
月
）

12
月
25
日（
火
）

12
月
25
日（
火
）

第
23
回
検
査
実
施

第
24
回
検
査
実
施

第
25
回
検
査
実
施

第
26
回
検
査
実
施

第
27
回
検
査
実
施

第
28
回
検
査
実
施

第
29
回
検
査
実
施

第
30
回
検
査
実
施

第
23
回
検
査
実
施

第
24
回
検
査
実
施

第
25
回
検
査
実
施

第
26
回
検
査
実
施

第
27
回
検
査
実
施

第
28
回
検
査
実
施

第
29
回
検
査
実
施

第
30
回
検
査
実
施

雄
勝
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

皆
瀬
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

湯
沢
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

稲
川
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

雄
勝
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

皆
瀬
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

湯
沢
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

稲
川
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

１
月
７
日（
月
）

１
月
７
日（
月
）
第
31
回
検
査
実
施

第
32
回
検
査
実
施

第
31
回
検
査
実
施

第
32
回
検
査
実
施

雄
勝
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

皆
瀬
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

１
月
30
日（
水
）
第
２
回
調
査
委
員
会

第
２
回
調
査
委
員
会

於
　
県
庁
第
二
庁
舎

２
月
８
日（
金
）
学
校
、
保
護
者
等
へ

の
事
後
説
明
会

学
校
、
保
護
者
等
へ

の
事
後
説
明
会

於
　
湯
沢
市

２
月
下
旬

事
業
報
告
書
作
成
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放射線の基礎知識

　放射線は、大きく二つの種類に分けられます。｢高速
の粒子｣と｢波長が短い電磁波｣です。
　放射線を出す物質を「放射性物質」、放射線を出す
能力を「放射能」といい、電球に例えると、放射性物
質が電球、放射能が光を出す能力、放射線が光といえ
ます。

電球

光を出す能力

光

放射性物質

放射能

放射線

ベクレル（Bq）
放射性物質が放射線を出す能力を表す単位

放射性物質と放射能、放射線放放射射射性性性物物質とと放放射射射能能能能、放放射射射線1
　放射線には、アルファ (α)線、ベータ(β)線、ガン
マ(γ)線、エックス（Ｘ)線、中性子線などの種類が
あり、どれも物質を透過する能力をもっていますが、
その能力は放射線の種類によって違います。
　アルファ（α）線は紙１枚、ベータ（β）線はアル
ミニウム板など、材料や厚さを選ぶことにより遮るこ
とができます。
　放射線を遮ることを遮へいといいます。

放射線の透過力放放射射射線線線のの透透透過過過力2

　新聞やテレビなどで見聞きする｢ベクレル｣や｢シーベ
ルト｣、これは、放射能の強さや放射線の量を表す時に
用いられる単位です。
　放射性物質が放射線を出す能力（放射能の強さ）を
表す単位を「ベクレル（ Bq ) 」といい、人体が受けた
放射線による影響の度合いを表す単位を「シーベルト
（Sv)」、放射線のエネルギーが物質や人体の組織に吸
収された量を表す単位を「グレイ（Gy）」といいます。

放射線・放射能の単位放放射射射線・放放射射射能能能能能能のの単単位位位3
　放射能は、時間がたつにつれて弱まり、放射性物質
の量は減っていきます。
　放射能の量が半分になるまでに掛かる時間を半減期
といい、その減り方は規則性をもっています。
　半減期は、放射性物質の種類によって違い、数秒と
短いものから100億年を超える長いものまでありま
す。

放射能の半減期放放射射射能能能能能能のの半半半減減減期4

紙

α線を止める

アルファ（α）線

ベータ（β）線
ガンマ（γ）線
エックス（X）線
中性子線

アルミニウムなどの
薄い金属板

β線を止める

鉛や厚い鉄の板

γ線・X線を止める

水やコンクリート

中性子線を止める

　1ベクレルとは、1秒間に一つの原子核が壊変（崩壊）※することを

表します。例えば、370ベクレルの放射性カリウムは、毎秒370個

の原子核が壊変して放射線を出しカルシウムに変わります。

グレイ（Gy）
放射線のエネルギーが
物質や人体の組織に吸収された量を表す単位

　放射線が物質や人体に当たるともっているエネル

ギーを物質に与えます。1グレイとは、1キログラム

の物質が放射線により1ジュール※のエネルギーを受

けることを表します。
※ジュール：エネルギーの大きさを表す単位

シーベルト（Sv）
人体が受けた放射線による
影響の度合いを表す単位

※壊変生成物（原子核が放射線を出して別の原子核になったもの）
　からの放射線を含む

放射性物質 放出される放射線※ 半減期

トリウム232

ウラン238

カリウム40

炭素14

セシウム137

ストロンチウム90

コバルト60

セシウム134

ヨウ素131

ラドン220

α、β、γ

α、β、γ

β、γ

β

β、γ

β

β、γ

β、γ

β、γ

α、γ

141億年

45億年

13億年

5730年

30年

28.7年

5.3年

2.1年

8日

55.6秒

出典：（社）日本アイソトープ協会「アイソトープ手帳10版」

　放射線を安全に管理するための指標

として用いられます。

※壊変（崩壊）とは原子核が
放射線を出して別の原子
核に変わる現象のことで
す。

放射線

放射性物質

最初の状態

時間

1/2

1

1/4

1/8
1/16

放
射
能

半減期

半減期

半減期
半減期
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自然から受ける放射線の量
　日本では、地面や食べ物などの自然から1年間に受けている放射線の量は、一人当たり約1.5ミリシーベルトです。

身近に受ける放射線の量と健康
　私たちは、自然にある放射線や病院のエッ
クス線（レントゲン）撮影などによって受け
る放射線の量で健康的な暮らしができなくな
るようなことを心配する必要はありません。
　これまでの研究や調査では、たくさんの放
射線を受けるとやけどを負ったりがんなどの
病気になったりしたことが確認されています
が、一度に100ミリシーベルト以下の放射線
を人体が受けた場合、放射線だけを原因とし
てがんなどの病気になったという明確な証拠
はありません。しかし、がんなどの病気は、色々
な原因が重なって起こることもあるため、放
射線を受ける量はできるだけ少なくすること
が大切です。

出典：（財）原子力安全研究協会｢生活環境放射線｣（1992年）より作成

宇宙から
0.3ミリシーベルト

地面から
0.４ミリシーベルト

空気から
０.6ミリシーベルト

食べ物から
0.2ミリシーベルト

出典：(社)日本アイソトープ協会
　　  「改訂版 放射線のＡＢＣ」（2011年）などより作成

参考資料：文部科学省「放射線等に関する副読本」
　　　　　厚生労働省「食品中の放射性物質の新たな基準値について」

●がんなどの病気を起こす色々な原因

放射線についての参考Ｗebサイト

●食品安全委員会　 http://www.fsc.go.jp/
●厚 生 労 働 省　 http://www.mhlw.go.jp/
●農 林 水 産 省　 http://www.maff.go.jp/
●消費者庁｢食品と放射能Ｑ＆Ａ｣　
　　　　　　http://www.caa.go.jp/jisin/pdf/110701food_qa.pdf

放射線の食品への影響など

がんなどの
病気

酒

たばこ

年を取る

遺伝的な原因

ウイルス・細菌・寄生虫

食事・食習慣

放射線・
紫外線など 働いている所や

住んでいる所の環境
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参　　考　　文　　献　　等

　文部科学省関係

○「子どもの心のケアのために－災害や事件・事故発生時を中心に－」　Ｈ22年７月

○「子どもの心のケアのために－PTSDの理解とその予防－（保護者用）」リーフレット　Ｈ18年３月

○「平成24年度非常災害時の子どもの心のケアに関する調査報告書」　Ｈ25年７月

○学校安全参考資料「生きる力」をはぐくむ学校での安全教育　Ｈ22年３月

○学校防災のための参考資料　「生きる力」を育む防災教育の展開　Ｈ25年３月

○「教職員のための子どもの健康観察の方法と問題への対応」　Ｈ21年３月

○「教職員のための子どもの健康相談及び保健指導の手引」　Ｈ23年８月

　そ の 他

○財団法人日本学校保健会ホームページ
　「被災した児童生徒と向き合うために（教職員用）リーフレット」

○仙台市小学校教育研究会保健研究部会養護教諭部会
　「東日本大震災と養護教諭のかかわり」

○岩手県学校保健会養護教諭部会
　「2011.3.11　明日へ　つなぐ　とき　いのち　こころ」
　東日本大震災にかかわる養護教諭の実践報告集　

○植松　秋
　「被災地からの転入生がいる学校の児童・生徒のみなさんへ」
　「被災地からの転入生がいる学校の先生・保護者の方へ」

○厚生労働省ホームページ
　http://www.mhlw.go.jp/bunya/seikatsuhogo/saigaikyujo7.html  
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